
中
世
の
歌
論
書
の
ひ
と
つ
に
『
和
歌
大
綱
』
が
あ
る
。
『
和
歌
大

網
』
で
は
、
仮
名
の
用
法
に
つ
い
て
「
先
か
ん
な
を
か
く
べ
き
様
を

し
る
べ
し
」
と
「
か
き
た
が
へ
て
あ
し
か
る
べ
き
か
ん
な
の
事
」
の

二
つ
の
項
に
分
け
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
後
者
で
は
「
上
に
か
4

（

に

）

（

ほ

）

ぬ
二
」
「
上
下
わ
か
ぬ
体
・
に
」
「
下
に
か
4

ぬ
本
」
「
上
下
わ
か
ぬ

ほ
」
な
ど
の
四

0
項
目
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
文
字
遣
い

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
和
歌
大
網
』
に
み
ら
れ
る
こ
れ
ら

の
規
則
は
、
和
歌
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
時
の
人
々
の
間
に
「
上

に
書
か
な
い
仮
名
」
「
下
に
書
か
な
い
仮
名
」
と
い
う
よ
う
に
、
多

種
に
わ
た
る
仮
名
の
字
体
を
、
位
置
に
よ
っ
て
書
き
分
け
る
と
い
う

意
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
近
世
に
於
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
江
戸
時

代
に
な
る
と
初
期
に
整
版
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ま
で
は
公
家
や
武
士
・
僧
侶
な
ど
一
部
の
人
々
だ
け
の
も

は
じ
め
に

浄
瑠
璃
本
の
仮
名
表
記

『
曽
根
崎
心
中
』
に
つ
い
て

今
回
の
調
査
で
は
、
森
修
氏
編
に
よ
る
『
影
印
本
曽
根
崎
心
中
』
を

本
論第
＿
章
曽
根
崎
心
中
の
諸
本
に
つ
い
て

の
で
あ
っ
た
文
字
が
、
町
人
の
間
に
も
広
く
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
ま
だ
町
人
の
教
養
は
公
家
や
僧
侶
な
ど
の
知
識
階
級

に
比
べ
る
と
、
あ
ま
り
高
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
版
本
の
表
記
に
つ
い
て
も
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
何
ら
か

の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
近
世
の
書
物
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
世
に
於
い
て

も
仮
名
を
使
い
分
け
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
を
考
え

た
い
。今
回
は
、
声
に
出
し
て
読
ま
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
読
本
と

比
べ
て
よ
り
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
浄
瑠
璃
本
の
中
か

ら
『
曽
根
崎
心
中
』
を
取
り
あ
げ
、
近
世
の
文
字
表
記
の
状
況
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
仮
名
の

使
い
分
け
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

田

中

美

樹
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使
用
し
た
。
本
章
で
は
、
「
曽
根
崎
心
中
」
の
諸
本
に
つ
い
て
述
べ
る
。

本
書
の
解
題
に
拠
る
と
「
曽
根
崎
心
中
」
は
、
元
禄
一
六
年
（
西

暦
一
七

0
1
―
―
年
）
に
竹
本
座
に
於
い
て
「
日
本
王
代
記
」
の
切
狂
―
＝
ロ

と
し
て
上
演
さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
竹
本
座
の
「
曽
根
崎
心
中
」
が

大
成
功
を
収
め
る
の
に
と
も
な
い
、
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
界
で
は
増
補
お

よ
び
改
作
が
多
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
よ
っ
て
諸
本
も
多
く

あ
り
、
「
曽
根
崎
心
中
」
の
諸
本
に
は
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
六
行
四
十
三
丁
本
ー
細
川
景
正
氏
蔵
森
修
氏
蔵

―
―
八
行
―
―
十
五
丁
本
ー
大
阪
府
立
図
書
館
蔵

（
 
―
―
―
八
行
二
十
六
丁
本
ー
東
洋
文
庫
蔵
山
口
大
学
蔵

、¥l
,⑮

八
行
二
十
四
丁
本
ー
現
存
未
詳

国
八
行
―
―
-
+
―
―
一
丁
本
ー
天
理
図
書
館
蔵
横
山
正
氏
蔵

六
八
行
二
十
四
丁
本
ー
早
稲
田
大
学
蔵
平
兵
衛
版

（
 

‘、’ノ七
八
行
―
―
十
四
丁
本
ー
天
理
図
書
館
蔵
奥
書
欠

CA
八
行
二
十
四
丁
本
ー
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
山
本
版

仇
七
行
―
―
―
十
八
丁
本
ー
天
理
図
書
館
蔵

大
阪
大
学
国
文
研
究
室
蔵

十
十
二
行
十
六
丁
本
ー
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵

こ
れ
ら
の
諸
本
の
う
ち
、
二
で
挙
げ
た
八
行
二
十
五
丁
本
は
、
正

、ヽ’ノ

本
屋
山
本
が
一
の
六
行
本
を
八
行
本
と
し
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
り
、

以
後
「
曽
根
崎
心
中
」
の
多
く
は
八
行
本
に
よ
っ
て
流
布
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
二
は
そ
の
八
行
本
最
初
の
版
と
し
て
、
本
書
の
底
本
と

な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
今
回
の
調
査
の
対
象
は
、
大
阪
府
立
図
書

館
蔵
八
行
二
十
五
丁
本
で
あ
る
。

第
二
章

第
一
節
仮
名
の
実
態

平
安
時
代
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
仮
名
に
は
平
仮
名
と
片
仮
名

が
存
在
し
て
い
る
。
本
書
に
於
い
て
は
、
一
部
の
感
動
詞
に
片
仮
名

が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
平
仮
名
が
中
心
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
仮
名
は
万
葉
仮
名
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
初
め
、

万
葉
仮
名
の
略
字
ま
た
は
略
草
体
で
あ
っ
た
も
の
を
、
さ
ら
に
略
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
万
葉
仮
名
か
ら
独
立
し
た
も
の
が
平
仮
名
で
あ
り
、

日
本
語
を
写
す
た
め
の
独
特
の
音
字
で
あ
る
。

万
葉
仮
名
は
数
え
方
に
よ
っ
て
も
多
少
異
な
っ
て
は
く
る
が
、
そ

注
(
1
)

の
数
は
約
一

0
0
0種
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
仮
名
に
は

多
く
の
異
字
体
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
ま
ず
、
本
書
の
仮
名
を
調
査
す
る
に
あ
た
り
『
文
字
及
び

椴
名
遣
の
研
究
』
の
「
平
個
名
諸
罷
及
び
字
源
表
」
を
使
用
し
て
、

平
仮
名
の
異
字
体
数
を
調
べ
る
。

調
査
の
結
果
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

仮

名
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表 l

さ
~ け ＜ き か ぉ ぇ ぅ し、 あ'-

左 己 計 久 幾 佳 加 於 衣 宇 以 安． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
佐 古 ↑ フ目 支 如瞑 可 江 有 伊 阿． ． ． ． . ． ． ． ． ． ． 
散 故 遣 九 起 欽 歌 要 嘩= 移 愛． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
斜 許 希 求 貴 荷 斑 盈 石 立,自c, ヽ 、車Cヽ． ． ． ． ． . . ． ． 
狭 期 氣 倶 木 謁 得 羽 異． ． ． ． ． ． ． ． 
沙 胡 稀 供 号...L 閑 縁 鵜． ． ． ． ． 
作 興 期 家 憂． ． . 
乍 季 香． ． ． 
差 記 賀． 

駕． 
我． 
嘉

も め む み ま ほ ヘ ふ ひ は の

毛 女 武 美 末 保 部 不 比 波 乃． ． ． ． ． ． ． ． ． ． . 
裳 免 無 見 万 本 遍 布 飛 者 能． ． . ． ． ． ． ． ． ． ． 
母 面 牟 ＝ 萬 報 扉- 婦 悲 盤 農． ． ． ． ． ． . ． ． ． ． 
茂 馬 舞 微 真 賓 邊 風 非 ノ＼ 濃． ． ． . ． . ． ． ． ． 
藻 目 務 身 満 奉 偏 日 頗 廼． ． ． ． ． ． ． ． ． . 
元 妻 夢 民 間 穂 倍 火 半 野． ． ． . ． ． 

尤 薇 馬 蔽 避 薬． ． ． ． 
麻 幣 批 破． ． ． 
漫 弊 婆． ． ． 
摩 経 芳． ． 

変 羽． 
辮
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ね ぬ に な と て つ ち た そ せ す し

禰 奴 仁 奈 止 天 JI I 知 太 曽 世 寸 之． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． . 
年 怒 11' 那 ヌ立 帝 津． 地 多 楚 勢 春 志． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
念 努 耳 難 東 轄 徒 遅 堂 所 磐 須 事． ． . ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
音 駕 丹 南 度 博 都 千 営 慮 須 数 新． ． ． ． ． ． ． ． ． . ． ． 
寝 沼 名 土 豆 頭 致 他 蘇 壽 師． ． ． ． ． ． ． ． ． 
根 兒 菜 等 侶 智 田 平又 斯． ． . ． ． ． 
熱 而 斗 亭 池 四． ． 

刀 馳. 
徒． 
戸． 
砥． 
兎

を ゑ ゐ，ゎ ろ れ る り ら よ ゆ や

速、土 恵 為 和 呂 礼 留 利 良 与 由 也． ． . ． . ． ． ． . ． ． ． 
越 衛 井 王 路 連 流 里 羅 餘 遊 夜. ． ． ． ． ． ． ． ． ， ． 
乎 遺 倭 苧路 麗 類 梨 蘭 余 滸 耶． ． ． ． ． ． ． ． ． 
悪 居 輪 棲 累 理 世 柚 屋． ． ． ． ． ． ． 
緒 委

゜
奥 離 代 哉． ． ． ． ． 

威 侶 李 夜 移． ． ． 
渭 論 容． 

慮
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表
1
に
よ
る
と
、
異
字
体
は
全
部
で
三

0
五
種
あ
り
‘
―
つ
の
仮

名
に
対
し
多
い
も
の
で
一
六
種
、
平
均
し
て
六
種
の
異
字
体
が
あ
る

こ
と
が
解
っ
た
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
仮
名
使
用
の
変
遷
を
み
る
と
と

も
に
、
本
書
に
於
け
る
仮
名
使
用
の
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き

た
い
。

第
二
節
『
曽
根
崎
心
中
』
に
於
け
る
仮
名
の
使
用
状
況

『
曽
根
崎
心
中
』
に
み
ら
れ
る
仮
名
の
使
用
状
況
を
表
2
に
あ
げ

る
。
調
査
の
結
果
は
異
な
り
字
数
七
三
字
、
延
べ
字
数
九
六
―
―

10字

で
あ
っ
た
。

異
字
体
に
は
〈
し
〉
と
〈
志
〉
の
よ
う
な
異
字
母
由
来
の
も
の
と
、

〈
い
〉
と
〈
以
〉
の
よ
う
な
同
字
母
由
来
の
も
の
と
が
あ
る
が
、
同

字
母
由
来
の
も
の
に
は
問
題
と
す
べ
き
も
の
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

よ
っ
て
今
回
の
調
査
は
異
字
母
由
来
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
文
の
平
仮
名
の
み
を
調
査
の
対
象
と
し
、
内
題
・
奥
書

に
み
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
全
て
対
象
外
と
し
た
。

比率（％） 表2

き か お え う し、 あ 仮名

起 幾 可 加 於 衣
_ 子__,_, 
以 阿 安 字母

只 さ "] 古ノ ~ え
ヽ

‘‘ 希 わ 字体) 

101 144 522 10 77 23 249 280 1 179 字数

41.2 58.8 98.1 1.9 100 100 100 100 0.6 99.4 比率

せ す し さ >- け ＜ 仮名L-

世 春 寸 志 之 左 己 ↑ 計 久 字母

~ ~ ず あ ＼ ~ ヽ 1 げ ~ 字体', 

125 131 2 196 255 228 246 50 103 241 字数

100 98.5 1.5 43.5 56.5 100 100 32.7 67.3 100 比率

と て つ ち た そ 仮名

止 天 頭 徒 津 JI I 知 営 多 曽 字母

c 1 灰 伍 冷 rぅ 石 ら ~ 七 字体
491 322 1 3 2 276 130 1 337 117 字数

100 100 0.3 1.1 0.7 97.9 100 0.3 99.7 100 比率
―-- ,____~~- . ・・'-・-- .. ------ - -'--'- - -・-
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は の ね ぬ に な 仮名

波 之 能 乃 年 禰 奴 仁 休 奈 字母

じこ ＼ Kし の Q- 怜 ぬ に 』、 布 字体
3 8 243 158 33 '2:1 68 33 248 363 字数

0.7 2.0 59.4 38.6 55.0 45.0 100 11.7 88.3 100 比率

ま ほ ヘ ふ ひ は 仮名

満 末 本 部 不 飛 比 盤 八 者 字母

松 1 う？ ヘ ふ む 払 t yヽ { 字体
24 158 86 119 176 3 169 10 186 253 字数

13.2 86.8 100 100 100 1.7 98.3 2.2 41.2 55.9 比率

よ ゆ や も め む み 仮名

与 由 屋 也 母 毛 女 武 身 字母

ょ '1 な や ~ も ~ し‘ 位 l 字体
128 63 3 236 3 264 93 52 3 109 字数

100 100 1.3 98.7 1.1 98.9 100 100 2.7 97.3 比率

ゐ わ ろ れ る り ら 仮名

為 王 和 呂 連 礼 留 里 利 良 字母

わ J ワ わ I 小~ 笞 ？ り ら 字体
24 56 56 57 60 201 163 16 195 208. 字数

100 50.0 50.0 100 23.0 77.0 100 7.6 92.4 100 比率

ん を ゑ 仮名

死 遠 恵 字母

iv を 冬 字体

236 179 4 字数

100 100 100 比率

表
2
を
細
か
く
分
析
し
て
み
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。

①
字
母
を
一
種
と
す
る
も
の
二
七
種

い
（
以
）
・
う
（
宇
）
・
え
（
衣
）

お
（
於
）
・
く
（
久
）
•
こ
（
己
）

さ
（
左
）
・
せ
（
世
）
•
そ
（
曽
）

て
（
天
）
．
と
（
止
）
・
な
（
奈
）

ぬ
（
奴
）
・
ふ
（
不
）
・
ヘ
（
部
）

ほ
（
本
）
・
む
（
武
）
・
め
（
女
）

ゆ
（
由
）
・
よ
（
与
）
・
ら
（
良
）

る
（
留
）
・
ろ
（
呂
）
．
ゐ
（
為
）

ゑ
（
恵
）
．
を
（
遠
）
・
ん
（
光
）

②
字
母
を
二
種
と
す
る
も
の
一
六
種
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あ
（
安
阿
）

け
（
計
介
）

ね
（
禰
年
）

も
（
毛
母
）

れ
（
礼
連
）

③
字
母
を
三
種
と
す
る
も
の
二
種

の
（
乃
能
之
）
•
ま
（
末
満
間
）

④
字
母
を
四
種
と
す
る
も
の
二
種

つ
（
津
川
徒
頭
）
・
は
（
波
者
八
盤
）

さ
ら
に
字
母
を
二
種
以
上
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
分
析
し
て
み
る
。

⑦
数
種
の
う
ち
一
種
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
も
の
（
但
し
、
比
率

が
八

O
・
O％
以
上
の
も
の
と
す
る
）
ロ
一
種

あ
（
安
）
・
か
（
可
）
・
す
（
春
）

た
（
多
）
・
つ
（
川
）
．
に
（
休
）

ひ
（
比
）
•
ま
（
末
）
・
み
(
-
―
-
）

も
（
毛
）
・
や
（
也
）
・
り
（
利
）

＠
ほ
ぼ
同
比
率
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
四
種

き
（
幾
起
）
・
し
（
之
志
）
・
ね
（
禰
年
）

わ
（
和
王
）

◎
そ
の
他
四
種

け
（
計
介
）
．
の
（
乃
能
之
）

は
（
八
者
波
盤
）
・
れ
（
礼
連
）

•
か
（
加
可
）

•
た
（
多
営
）

•
ひ
（
比
飛
）

•
や
（
也
屋
）

•
わ
（
和
王
）

・
き
（
幾
起
）

．
に
（
休
仁
）

•
み
（
三
身
）

・
り
（
利
里
）

以
上
か
ら
ま
ず
、
近
世
に
於
い
て
は
全
体
の
異
字
体
の
数
が
か
な

り
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
し
か
も
仮
名
―
つ
に
対
し
て
六
種

程
度
あ
っ
た
字
母
も
、
二
種
程
度
に
な
っ
て
い
る
。

字
母
を
一
種
と
す
る
も
の
二
七
種
の
う
ち
「
ほ
（
本
）
」
を
除
い

た
二
六
種
は
、
す
で
に
現
在
の
平
仮
名
と
字
母
が
同
じ
で
あ
る
。
ま

た
、
字
母
を
二
種
以
上
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
一
種
が
頻
用
さ
れ

て
い
る
も
の
に
関
し
て
は
、
現
在
の
も
の
と
字
母
が
同
じ
で
あ
る
も

の
ほ
ど
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
仮
名
に
つ

い
て
は
、
ほ
ぼ
―
つ
の
字
体
に
決
定
さ
れ
る
方
向
に
あ
っ
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

字
母
を
一
種
と
す
る
も
の
に
は
、
問
題
と
す
べ
き
も
の
が
み
ら
れ

な
か
っ
た
。
よ
っ
て
今
回
の
調
査
は
R
◎
に
挙
げ
ら
れ
る
仮
名
お
よ

び
、
④
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
他
方
が
あ
る
程
度
以
上

の
割
合
を
示
し
て
い
る
仮
名
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
本
書
に
於

い
て
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
か
を
考
察
し
て
い
く
。

本
書
の
調
査
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
四
点
を
着
眼
点
と

す
る
。①
語
頭
お
よ
び
語
中
語
尾
の
問
題

②
行
頭
お
よ
び
行
末
の
問
題

③
前
後
左
右
の
文
字
と
の
関
係

④
特
定
の
音
韻
お
よ
び
単
語
と
の
関
係

こ
れ
ら
を
念
頭
に
お
い
た
上
で
、
次
章
に
於
い
て
本
書
の
文
字
遣
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表3

Iゞ
之 志

語 3 125 

頭
1.0% 72.7% 

語 292 47 
中 （行頭1つ含む） （行頭6つ含む）
語
尾 99.0% 27.3% 

計
295 172 

100% 100% 

第
三
章

第
一
節

「
し
」
に
は
〈
之
〉
を
字
母
と
す
る
も
の
と
、
〈
志
＞
を
字
母
と

す
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
書
に
於
け
る
「
し
」
の
使
用
状
況
は

表
3
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
書
に
於
い
て
は
〈
之
〉
が
二
九
五
字
、

〈
志
〉
が
一
七
二
字
使
用
さ
れ
て
い
る
。

〈
志
〉
に
関
し
て
は
七
ニ
・
七
％
に
あ
た
る
―
二
五
字
が
語
頭
に
、

そ
し
て
残
り
の
四
七
字
が
行
頭
六
つ
を
含
む
語
中
語
尾
で
使
用
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
〈
之
〉
に
関
し
て
は
九
九

・
O％
に
あ
た
る
二
九

二
字
が
語
中
語
尾
で
使
用

さ
れ
て
お
り
、
語
頭
に
は

わ
ず
か
三
字
し
か
使
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ

て
、
分
布
位
置
の
特
徴
と

し
て
、
〈
志
〉
は
主
と
し

て
語
頭
お
よ
ぴ
行
頭
に
、

〈
之
〉
は
行
頭
以
外
の
あ

ら
ゆ
る
位
置
で
使
用
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。

玉
村
貞
郎
氏
は
、
〈
志
＞

「
し
」
に
つ
い
て

文
字
遣
い

い
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

と
〈
之
〉
の
関
係
に
つ
い
て
、

〈
之
〉
は
行
頭
を
除
く
文
節
の
あ
ら
ゆ
る
位
置
に
、
〈
志
〉
は

行
頭
及
び
文
節
頭
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、

時
代
に
隔
り
は
あ
る
も
の
の
、
『
和
歌
大
綱
』
（
日
本
歌
学
大
系

本
に
拠
る
）
の
「
上
下
わ
か
ぬ
し
」
「
下
に
か
か
ぬ
志
」
の
指

注

(
2
)

摘
に
一
致
す
る
も
の
だ
と
言
え
る
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
本
書
に
於
い
て
も
そ
の
指
摘
が
成
り
立
つ

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
サ
変
動
詞
連
用
形
「
し
」
に
関
し
て
は
、
〈
之
〉
と
〈
志
＞

の
両
方
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
の
明
確
な
特
徴

は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

第
二
節
「
わ
」
に
つ
い
て

「
わ
」
に
は
〈
王
〉
を
字
母
と
す
る
も
の
と
、
〈
和
〉
を
字
母
と

す
る
も
の
が
あ
る
。
本
書
に
於
け
る
「
わ
」
の
使
用
状
況
は
表
4
の

と
お
り
で
あ
る
。
本
書
に
於
い
て
は
〈
王
〉
〈
和
〉
と
も
に
五
六
字

使
用
さ
れ
て
い
る
。

〈
王
＞
に
関
し
て
は
主
に
語
頭
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
、

そ
の
比
率
は
〈
王
〉
に
於
け
る
全
字
数
の
九
四
・
六
％
に
あ
た
る
。

一
方
、
〈
和
〉
に
つ
い
て
は
全
て
語
中
語
尾
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、

語
頭
に
使
用
さ
れ
た
例
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
〈
和
〉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
語
に
つ
い
て
は
次
の
場
合
に
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表4

・くわいちう（懐中

~ 置 王 和

語 52 

゜頭
94.6% 0% 

語
中 4 56 
語
尾 5.4% 100% 

計
56 56 

100% 100% 

•
こ
う
く
わ
い
（
後

志
う
ぐ
わ
ん
じ

貫
目

く
わ
ん
ぜ
お
ん

（
観
世
音
）

わ
ん
お
ん
（
観
音
）
．

二
く
わ
ん
め
（
ニ

ぐ
わ
ん
（
願
）

よ
く
わ
ん
（
余
巻
）

（
重
願
寺
）

悔）

②
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
未
然
形
活
用
語
尾
を
ワ
と
し
た
も
の

い
わ
せ
（
言
は
せ
）
•
い
わ
ず
（
言
は
ず
）

い
わ
ぬ
（
言
は
ぬ
）
•
い
わ
る
る
（
言
は
る
る
）
：
·

③
擬
態
・
擬
声
語

ぐ
わ
ら
・
く
わ
っ
と
：
・

ーヽノ4
終
助
詞

（
 l
わ
い
・
ー
わ
い
の

以
上
の
四
つ
の
場
合
で
は
、
〈
和
〉
に
限
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

終
助
詞
の
「

l
わ
い
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
語
頭
と
考
え
る
こ
と
も .

<
 

分
け
る
こ
と
が
で
ぎ
た
。

①
漠
語
の
開
拗
音
を

表
す
場
合

そ
こ
で
〈
波
〉
と
〈
盤
〉
の
使
用
さ
れ
て
い
る
例
に
つ
い
て
考
え

る。 で
き
る
が
、
常
に
他
の
語
に
付
属
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
語
中
語
尾
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
た
。

以
上
の
結
果
か
ら
「
わ
」
に
関
し
て
は
、
明
確
な
使
い
分
け
が
な

さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

第
三
節
「
は
」
に
つ
い
て

語
中
語
尾
で
使
用
さ
れ
る
「
わ
」
に
関
連
し
て
、
「
は
」
の
使
用

状
況
も
問
題
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
節
で
は
「
は
」
の

使
用
状
況
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
9

、

「
は
」
の
字
母
に
つ
い
て
は
最
も
多
く
、
〈
八
〉
〈
者
〉
〈
波
〉
〈
盤
〉

の
四
種
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
四
種
が
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ

て
い
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
考
察
す
る
。

ま
ず
↑
八
〉
は
助
詞
の
「
は
」
に
限
っ
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
他
の
「
は
」
を
表
す
場
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど
〈
者
〉
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
は
」
に
つ
い
て
は
、
数
字
か
ら
み
て
も
解
る

よ
う
に
〈
八
〉
と
〈
者
〉
の
二
種
が
主
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え

る
。
よ
っ
て
〈
波
〉
と
〈
盤
〉
は
例
外
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

て
み
る
。①

〈
波
〉
に
つ
い
て
一
・
一
例

①
わ
た
す
銀
な
れ
ば
は
や
う
も
ど
し
て
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◎
下
女
は
／
ね
む
そ
に
め
を
す
り
（

R
イ
ヤ
さ
け
は
お
／
き
や
の
ん
で
き
た

c
せ
け
ん
に
わ
る
い
は
さ
た
が
あ
り

◎
あ
り
さ
ま
は
め
も
あ
て
ら
れ
ぬ

（
五
五
頁
三
行
目
）

右
に
あ
げ
た
三
例
が
〈
波
＞
が
使
用
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
全
て
、
直
前
の
「
は
」
に
〈
者
〉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
、
同
字
体
が
続
く
こ
と
を
避
け
る
目
的
で
〈
波
＞
を
使
用

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
〈
盤
〉
に
つ
い
て
一

0
例

④
身
ど
も
方
へ
／
は
ふ
と
ど
き
し
て

◎
は
た
と
け
せ
／
ば
は
し
ご
よ
り

（
五
四
頁
七
行
目
）

（四

0
頁
一
行
目
）

（
四
四
頁
八
行
目
）

（
四
八
頁
三
行
目
）

（
四
九
頁
三
行
目
）

（
五
五
頁
七
行
目
）

＠
銀
を
と
ら
ふ
と
は
／
ぱ
う
は
ん
に
ん
（
三
六
頁
六
行
目

＠
物
を
い
は
す
れ
ば
は
し
ご
／
の
下
に

注

(
3
)

（
三
四
頁
八
行
目
）

（
五
八
頁
二
行
目
）

（
六
六
頁
一
行
目
）

右
の
一

0
例
が
〈
盤
〉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
は
全
て
助
詞
の
「
は
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
一

0
例
の
う
ち
三
例
が

行
頭
に
、
一
例
が
行
末
に
位
置
し
て
い
る
。
行
頭
に
位
置
す
る
助
詞

の
「
は
」
に
は
、
〈
八
〉
は
一
例
も
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ

て
、
行
頭
に
位
置
す
る
助
詞
の
「
は
」
に
関
し
て
は
〈
盤
〉
だ
け
が

使
用
さ
れ
る
と
い
え
る
。
行
末
に
位
置
す
る
も
の
に
関
し
て
は
〈
八
＞

が
使
用
さ
れ
て
い
る
例
も
一
五
例
が
み
ら
れ
る
の
で
、
関
係
は
あ
ま

り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
残
り
の
例
に
関
し
て
は
、
明
確
な
特
徴
は
見

出
せ
な
か
っ
た
。

ま
た
接
続
助
詞
の
「
ば
」
を
含
む
濁
音
「
ぱ
」
に
関
し
て
は
、

令
八
＞
と
〈
者
〉
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
次
い
で
半
濁
音

に
関
し
て
で
あ
る
が
、
本
書
に
は
半
濁
音
表
記
は
み
ら
れ
な
い
。
し

か
し
、
半
濁
音
「
ぱ
」
を
表
す
と
思
わ
れ
る
次
の
例
に
は
全
て
〈
者
＞

が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

R
と
4
さ
ま
か
4
さ
ま
は
ま
め
で

⑨
さ
い
ご
も
あ
ん
ず
る
こ
と
は
な
し

R
う
き
な
は
す
て
じ
／
と
心
が
け

（
六
三
頁
八
行
目
）

（
六
三
頁
五
行
目

①
む
か
ふ
の
二
か
い
／
は
な
に
や
と
も
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表5

｀ 
ノ＼ 者 盤 波

wa 

゜ ゜
（助詞） 行頭に限る

ha 

゜ ゜b a 

゜゚Pa 
゜

◎
お
び
両
は
う
へ
引
は
り

R
は
だ
を
よ
さ
か
っ
／
は
と
ふ
し
て

⑤
あ
さ
や
へ
よ
っ
て
一
は
い
し
て

＠
一
は
い
く
ふ
た
か
む
ね
ん
や
な

④
や
っ
は
り
か
さ
を
き
て
ゐ
さ
ん
せ

（
六
二
頁
七
行
目
）

（
二
七
頁
一
行
目
）

（四

0
頁
七
行
目
）

（
四
八
頁
一
行
目
）

（
五
三
頁
二
行
目
）

（
六
四
頁
五
行
目
）

以
上
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、

表
5
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
は
」

に
関
し
て
は
、
音
韻
の
違
い
に

よ
っ
て
か
な
り
明
確
な
使
い
分

け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。

◎四はう八はうの志ゆびはぐわらり

｀ 置

年 禰

語

゜
18 

頭
0% 69.2% 

語
中 33 8 
語
尾 100% 30.8% 

計
33 26 

100% 100% 

表6

「
ね
」
に
つ
い
て

「
ね
」
に
は
〈
禰
〉
を
字
母
と
す
る
も
の
と
、
〈
年
〉
を
字
母
と

す
る
も
の
が
あ
る
。
本
書
に
於
け
る
「
ね
」
の
使
用
状
況
は
表
6
の

と
お
り
で
あ
る
。

本
書
に
於
い
て
は
盆

e

二
七
字
、
〈
年
〉
三
一
＿
一
字

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

〈
年
〉
は
語
頭
で
は
使
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
て
語

中
語
尾
で
使
用
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
〈
禰
〉
に
関

し
て
は
六
九
・
ニ
％
に
あ

た
る
一
八
字
が
語
頭
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

分
布
位
置
の
特
徴
と
し
て
、

〈
年
〉
は
主
に
語
中
語
尾
に
、
〈
禰
〉
は
主
に
語
頭
で
使
用
さ
れ
る

傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
「
ね
」
は
全
体
で
も
六

0
字
と

使
用
数
が
少
な
い
の
で
こ
の
調
査
だ
け
で
は
断
定
は
し
難
い
と
思
わ

れ
る
。

第
四
節
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表 7

｀ 置

起． 幾

語 1 83 

頭
1.0% 57.6% 

語
中 100 61 

語
尾 99.0% 42.4% 

計
101 144 

100% 100% 

「
き
」
に
は
〈
起
〉
を
字
母
と
す
る
も
の
と
、
〈
幾
〉
を
字
母
と

す
る
も
の
が
あ
る
。
本
書
に
於
け
る
「
き
」
の
使
用
状
況
は
表
7
の

と
お
り
で
あ
る
。
本
書
に
於
い
て
は
〈
起
〉
が
一
〇
一
字
、
〈
幾
〉

が
一
四
四
字
使
用
さ
れ
て
い
る
。
〈
起
〉
は
語
中
語
尾
で
使
用
さ
れ

て
お
り
、
語
頭
で
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
わ
ず
か
一
例
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
語
中
語
尾
で
使
用
さ
れ
て
い
る
一

0
0字
の
う
ち
八
一
＿
一
字
が

語
尾
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。

よ
っ
て
〈
起
〉
は
主
に
語

尾
で
使
用
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
と
言
え
る
。
一
方
、

〈
幾
〉
に
関
し
て
は
、
語

第
五
節

「
き
」
に
つ
い
て

頭
・
語
中
語
尾
ど
ち
ら
と

も
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、

あ
ら
ゆ
る
位
置
で
使
用
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

第
六
節
「
れ
」
に
つ
い
て

「
れ
」
に
は
〈
礼
〉
を
字
母
と
す
る
も
の
と
、
〈
連
〉
を
字
母
と

す
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
書
に
於
け
る
「
れ
」
の
使
用
状
況
は

表8

大きな差異

はみられなかった。語頭で使用されている例は比較的少な

いが、主に語中語尾で使用される傾向にあるとも断言でき

ない。よって〈連〉に関してはあらゆる位置で使用される

と言えるだろう。

｀ 置

礼 連

語

゜
5 

頭
0% 8.4% 

語 46 23 

中
22.9% 38.3% 

語 155 32 

尾
77.1% 53.3% 

計
201 60 

100% 100% 

て
も
あ
ま
り

語
中
語
尾
の

う
ち
語
中
と

語
尾
に
関
し

尾
ど
ち
ら
と

も
に
使
用
さ

れ
て
お
り
、

頭
・
語
中
語

〈
連
〉
は
語
方
、

表
8
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
書
に
於
い
て
は
〈
礼
〉
が
二

0
一
字
、

〈
連
〉
が
六

0
字
使
用
さ
れ
て
い
る
。
〈
礼
〉
に
関
し
て
は
、
全
て

語
中
語
尾
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
七
七
・
一
％
に
あ
た
る

一
五
五
字
が
語
尾
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
〈
礼
〉
は
主
に

語
尾
で
使
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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表9

第
七
節
「
け
」
に
つ
い
て

「
け
」
に
は
＾
介
〉
を
字
母
と
す
る
も
の
と
、
〈
計
＞
を
字
母
と

す
る
も
の
が
あ
る
。
本
書
に
於
け
る
「
け
」
の
使
用
状
況
は
表
9
の

と
お
り
で
あ
る
。
本
書
に
於
い
て
は
父
ー
〉
が
五

0
字
、
〈
計
〉
が

1
0
三
字
使
用
さ
れ
て
い
る
。

中
語
尾
で
使
用
さ
れ
て
お

り
、
語
頭
に
於
い
て
使
用

さ
れ
て
い
る
例
は
わ
ず
か

三
例
し
か
な
か
っ
た
。

一
方
、
文
ー
〉
に
関
し

て
は
、
七
六

・
O％
に
あ

た
る
三
八
字
が
語
頭
に
、

ニ
四

・
O%
に
あ
た
る
一

二
字
が
語
中
語
尾
で
使
用

さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
分
布
位
置
の
差
異
と
し
て
〈
計
＞
は
語
中

語
尾
に
、
会
ー
〉
は
主
と
し
て
語
頭
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

第八節「の」について

「の」の字母には〈能〉〈乃＞〈之＞の三種があげられる。

心字 計 ↑ 

語 2 38 

頭
1.9% 76.0% 

語
中 101 12 
語
尾 98.1% 24.0% 

計
103 50 

100% 100% 

〈
計
〉
は
九
八
・
一
％

に
あ
た
る
一
〇
一
字
が
語

〈
之
〉
は
代
名
詞
「
そ
の
」
に
限
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

〈
能
＞
〈
乃
〉
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
書
に
於
い
て
は
〈
能
＞

が
二
四
三
字
、
〈
乃
〉
が
一
五
八
字
使
用
さ
れ
て
い
る
。
〈
能
〉
に
関

し
て
は
九
六
・
三
％
に
あ
た
る
二
三
四
字
が
助
詞
の
「
の
」
で
あ
っ

こ。t
 一

方
、
〈
乃
＞
に
関
し
て
は
、
五
O
•

0
％
に
あ
た
る
七
九
字
が

助
詞
の
「
の
」
で
あ
っ
た
。
行
頭
に
位
置
す
る
助
詞
に
つ
い
て
は
、

〈
乃
〉
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
〈
能
〉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
わ

ず
か
一
例
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
助
詞
の
「
の
」
に
は
主
に
〈
能
＞

が
使
用
さ
れ
、
〈
乃
〉
は
行
頭
に
位
置
す
る
助
詞
、
お
よ
び
あ
ら
ゆ

る
語
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

〈
乃
〉
が
行
頭
以
外
の
助
詞
「
の
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

④
か
能
あ
ぶ
ら
や
乃
九
平
次
が
あ
と
能
月
乃（三
五
頁
二
行
目
）

（
四
四
頁
三
行
目
）

（
五
七
頁
三
行
目
）

以
上
よ
り
、
助
詞
の
「
の
」
に
関
し
て
は
、
頻
出
の
助
詞
で
あ
る

た
め
に
、
同
字
体
が
近
接
す
る
こ
と
を
避
け
る
目
的
で
〈
能
〉
と

〈
乃
〉
の
両
類
を
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

◎
こ
ん
志
や
う
能
か
ね
乃
／
ひ
び
き
能

＠
志
や
う
ぢ
き
能
こ
4
ろ
乃
そ
こ
能
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第
九
節
「
ま
」
に
つ
い
て

「
ま
」
に
は
〈
末
〉
を
字
母
と
す
る
も
の
と
、
〈
満
〉
を
字
母
と

す
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
書
に
於
い
て
は
〈
末
〉
が
一
五
八
字
、

〈
満
〉
が
二
四
字
使
用
さ
れ
て
い
る
。

〈
満
〉
に
関
し
て
は
全
て
「
さ
ま
」
と
い
う
語
に
使
用
さ
れ
て
い

た
。
一
方
、
〈
末
〉
に
関
し
て
は
、
「
ま
」
に
於
け
る
〈
末
〉
の
比
率

は
八
六
・
八
％
と
高
く
、
使
用
位
置
に
つ
い
て
も
あ
ら
ゆ
る
位
置
で

使
用
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
「
ま
」
に
つ
い
て
は
、
主
に
〈
末
〉
が

使
用
さ
れ
る
と
い
え
る
。

従
っ
て
、
「
ま
」
に
関
し
て
は
、
〈
満
〉
が
「
さ
ま
」
の
一
語
に
限
っ

て
使
用
さ
れ
る
以
外
は
〈
末
〉
が
使
用
さ
れ
る
と
言
え
る
。

第
十
節
「
り
」
に
つ
い
て

「
り
」
に
は
＾
利
＞
を
字
母
と
す
る
も
の
と
、
〈
里
＞
を
字
母
と

す
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
書
に
於
け
る
「
り
」
の
使
用
状
況
は

表

10
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
書
に
於
い
て
は
〈
利
〉
が
一
五
八
字
、

〈
里
＞
が
一
六
字
使
用
さ
れ
て
い
る
o

.

〈
利
〉
は
全
て
語
中
語
尾
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
語
頭
で
使
用
さ

れ
て
い
る
例
は
一
例
も
な
か
っ
た
。

一
方
、
〈
里
〉
に
関
し
て
は
、
四
三
・
七
％
に
あ
た
る
七
字
が
語

頭
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
字
が
行
頭
に
位
置
し
て
い
た
。

表10

〈
利
〉
が
行
頭
に
於
い
て

使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
一

例
も
な
く
、
行
頭
に
位
置

す
る
「
り
」
に
つ
い
て
は
、

〈
里
＞
だ
け
が
使
用
さ
れ

る
と
言
え
る
。

ま
た
、
語
中
語
尾
で
使

用
さ
れ
て
い
る
〈
里
＞
九

例
の
う
ち
、
行
頭
の
二
例

を
除
い
た
七
例
に
つ
い
て

考
え
る
。
七
例
の
う
ち
五

例
に
つ
い
て
は
、
「
あ
里
や
（
あ
り
ゃ
）
」
「
こ
里
や
（
こ
り
ゃ
）
」
な

ど
の
拗
音
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
残
り
の
「
れ
ん
里
（
連
理
）
」
（
ニ

例

）

に

つ

い

て

は

、

不

明

で

あ

っ

た

。

・

以
上
の
結
果
か
ら
、
〈
利
〉
は
語
中
語
尾
に
、
〈
里
〉
は
行
頭
と
語

頭
、
お
よ
ぴ
拗
音
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
八
行
二
十
五
丁
本
を
底
本
と
す
る

『
影
印
本
曽
根
崎
心
中
』
を
対
象
と
し
て
、
近
世
の
文
字
遣
い
を
中

心
に
考
察
し
て
き
た
。

ま
ず
近
世
に
於
い
て
は
異
字
体
の
数
が
、
か
な
り
減
少
し
て
い
た
。

おわりに

心字 利 里

語

゜
7 

（行頭1つ含む）
頭

0% 43.7% 

語 ， 
中 185 

（行頭2つ含む）
語
尾 100% 56.3% 

計
185 16 

100% 100% 
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し
か
し
、
字
母
を
二
種
以
上
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
使
い
分
け
に

何
ら
か
の
特
徴
が
み
ら
れ
た
。

使
い
分
け
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
仮
名
に
つ
い
て
は
、
使
用
位
置
に

制
限
の
あ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
語
頭
も
し
く
は
語
中
語
尾

の
ど
ち
ら
か
に
限
っ
て
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

主
に
語
頭
に
於
い
て
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
〈
王
〉
〈
志
＞

〈
禰
＞
〈
計
＞
〈
里
〉
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
〈
志
＞
お
よ
ぴ

＾
里
＞
に
関
し
て
は
、
語
頭
だ
け
で
な
く
、
行
頭
に
於
い
て
も
使
用

さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

語
中
語
尾
に
於
い
て
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
〈
和
〉
〈
年
〉

〈
〈
ー
〉
〈
利
〉
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
主
に
語
尾
で
使
用
さ
れ

る
も
の
と
し
て
は
、
〈
起
〉
が
あ
げ
ら
れ
る
。

語
頭
・
語
中
語
尾
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
位
握
に
於
い
て
使
用
さ
れ

る
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
〈
之
〉
〈
幾
＞
〈
連
〉
〈
末
〉
が
あ

げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
〈
之
〉
に
関
し
て
は
行
頭
で
は
使
用
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
位
置
に
つ
い
て
は
表
11
の
と
お
り
で
あ
る
。
特

定
の
語
で
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
「
そ
の
」
に
限
っ
て
使
用

さ
れ
る
〈
之
〉
と
、
「
さ
ま
」
に
限
っ
て
使
用
さ
れ
る
〈
満
〉
の
二

つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
の
他
、
「
は
」
に
関
し
て
は
音
韻
の
違
い
に
よ
っ
て
使
い
分
け

が
な
さ
れ
て
い
た
。
「
の
」
に
関
し
て
は
、
「
の
」
が
頻
出
の
助
詞
で

表11

あ
る
こ
と
か
ら
数
も
多
い
た
め
に
、
視
覚
的
な
変
化
を
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
使
い
9

分
け
と
考
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
主
に
語
頭
で
使
用
さ
れ
る
も
の
が
、
語
中
に
於
い
て
使
用

さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
書
き
手
が
ど
こ
ま

で
を
―
つ
の
意
味
の
ま
と
ま
り
と
し
て
、
認
識
し
て
い
た
か
の
違
い

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
常
に
使
い
分
け
が
一
定
で
あ
る
と

は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

以
上
が
調
査
の
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
調
査
は
本
書
一

つ
の
み
を
対
象
と
し
、
諸
本
と
の
比
較
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
。
よ
っ

て
、
本
書
に
み
ら
れ
る
仮
名
の
使
い
分
け
の
特
徴
が
「
曽
根
崎
心
中
」

全
体
に
於
け
る
特
徴
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
本
書
に
於
い
て
は
、

あ
る
一
定
の
規
則
に
基
づ
い
て
文
字
が
選
択
・
使
用
さ
れ
て
お
り
、

近
世
に
於
い
て
も
な
お
、
仮
名
を
使
い
分
け
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ

たと言えるだろう。

予 語頭 語中 語尾
し
之

゜゚゜志

゜わ 王 ゜和 ゜゚ね
禰

゜年 ゜゚き
起

゜幾

゜゚゜れ
礼

゜゚連 ゜゚゜け
介

゜゚計

゜ま末 ゜゚゜満

゜り
利

゜゚里
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(4) (3) (2) (1) 

『
仮
名
遣
と
上
代
語
』
大
野
晋
氏
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

『
春
色
梅
兒
餐
美
』
に
お
け
る
仮
名
の
用
字
法
（
『
国
語
文
字

史
の
研
究
二
』
和
泉
書
院
）

本
論
中
に
於
け
る
頁
数
お
よ
び
行
数
は
全
て
、
『
影
印
本
曽
根

崎
心
中
』
（
新
典
社
）
の
頁
数
、
行
数
に
よ
る
。

橋
本
進
吉
氏
の
定
義
に
よ
る
。
『
文
字
及
び
瑕
名
遣
の
研
究
』

（
岩
波
書
店
参
照
。
）

注
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